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付録３. 震源時間関数への短周期パルスの付与方法 

 

本文 4.2 節に示したように、本検討では、周期約５秒以上で有効な前イベント震源モデルを基に

周期約２秒までの地震動を計算することを目指し、Miyake et al.（2001）に倣って、基本モデルの

各震源要素の震源時間関数に基底幅２秒の三角形パルスを付与しました。その方法について、以

下に図解します。各震源要素の三角形パルスのパラメータαの値は、計算された地震動主要動の

周期２秒以上での比較的短周期帯域の振幅レベルが概ね観測記録と良く対応するように決められ

ます。断層面は、相対的にすべりが大きな複数の領域に分けられ、それぞれの領域内では同じα

の値で三角形パルスが付与されます。なお、それ以外の相対的にすべりの小さな領域では、三角

形パルスは付与されません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 3.1 短周期パルスの付与方法 
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